
　17世紀中ごろからしょうゆ醸造業を
営む茂木6家と高梨家、堀切家の計8
家が共同で設立したキッコーマン。
1917年の発足から現在まで13人の社
長が就任したが、事業継承を巡るトラ
ブルは一度も起きていない。創業8家
が守り続けてきた不文律があるからだ。
　会社に入るのは1家から1世代で1人
だけ。役員になる保証はない──。
　歴代社長13人の内訳を見ると8家の
うち3家がそれぞれ2人を“輩出”。別
の3家から1人ずつ、8家以外の準ファ
ミリー企業から2人が選ばれている。非

創業家出身の社長も2人。社長が出て
いない創業家が2家あるが、2代続けて
同じ家から社長が出たこともない。

不文律でもめ事を回避

　「創業8家からたくさん入社し、しか
も必ず役員や社長に就くとなると、他
の社員が嫌になっちゃうでしょ。会社
の雰囲気も悪くなる。次の社長には創
業・非創業家問わずその時点で最も優
秀な人物が就き、人選については時の
社長に任せる。先人の知恵が今も生き
ているからもめ事にはなりません」

　1995年から2004年まで社長を務め
た名誉会長の茂木友三郎はこう説明す
る。不文律が生まれた背景には、設立
直後に起きた大規模な労働争議があっ
た。218日間に及ぶストライキでキッ
コーマンは存亡の危機に立たされた。
その経験から、創業8家は自然と団結
し、互いに張り合わないようになった。
　キッコーマンは2002年に社外取締
役らで構成する指名委員会を設置。社
長、取締役だけでなく、執行役員に就
く段階から指名委員会が選考に関わる
仕組みを導入した。現在、名誉会長の
茂木、社長の堀切功章を除けば、創業
8家出身の取締役はゼロだ。
　「創業8家は互いに切磋琢磨している
が、最近は非創業家の優秀な社員が入
ってくるので、競争は厳しい。8家から
社長が出ない状況が続くかもし

「大元方」「押し込め」…
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の知恵
創業家が会社を迷走させることがないようにするにはどうすべきなのか。
日本の長寿企業はその方法を編み出していた。歴史に学ぶことは多い。
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キッコーマン設立当時の役員室の様子。創業8家の代表者らが一堂に会している


